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 魚介類中の水銀濃度について，暫定的規制値が設けられているため，三重県は県内で

流通する生鮮魚類の検査を行っている．本報告では，三重県内で流通する生鮮魚類の水

銀検出傾向を明らかとするため，2004 年度から 2024 年度に得た 34 魚種 79 検体の試料

における水銀検査結果を取りまとめ，考察を行った． 

魚種毎の総水銀濃度は，33 魚種 77 検体で 0.4ppm（暫定的規制値の目安）以下であっ

たが，クロダイ（Acanthopagrus schlegelii）およびマハタ（Epinephelus septemfasciatus）の

各 1 検体は，0.4ppm を超過していた．一方，メチル水銀濃度では，クロダイ（総水銀

0.47ppm）およびマハタ（総水銀 0.46ppm）で，それぞれ 0.24ppm および 0.19ppm であっ

た．また，検体数が 3 以上ある魚種（9 魚種）に限定すると，総水銀濃度の平均値が最も

高い魚はクロダイであり，0.23ppm であった．今回の結果から，検査対象となった 34 魚

種 79 検体について，暫定的規制値を超過する魚種は流通していなかったものの，伊勢湾

におけるクロダイの総水銀の検出値は，上昇傾向にあるため，伊勢湾産クロダイの水銀

の由来には注視が必要と考えられる．特に胎児は血液脳関門の発達が不十分であり，妊

婦の魚食の参考資料とするため，魚食の際の水銀濃度について，基礎データの蓄積が必

要であると考えられた． 
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緒 言 

水銀は，重金属の一つであり，自然環境中に広

く分布している 1,2）．海洋中の水銀の一部は，主に

微生物によりメチル化され，メチル水銀は海洋に

おける食物連鎖により濃縮される 3～5）．メチル水

銀は，人体において血液脳関門や胎盤を通過しや

すく，中枢神経毒性を有している 6,7）．我が国では，

工場廃水に起因するメチル水銀を蓄積した水俣湾

産の魚介類を長期かつ大量に摂食したことで，地

域住民に水銀中毒の症状が発生した，水俣病の事

例が特に有名である 8）．魚介類中の水銀に対する

社会的関心が高まり，昭和 48 年（1973 年）の厚

生労働省環境衛生局長通達（以下，「通知」）によ

り，魚介類中の水銀には暫定的規制値が設定され，

総水銀濃度が 0.4ppm を超える場合は，メチル水

銀濃度についても検査を行い，その値が 0.3ppmを

超えたものを暫定的規制値超過の魚介類と判定さ

れることとなった 9）．ただし，この暫定的規制値

は，マグロ類，深海性魚介類および内水面水域の

淡水産の魚介類等は対象外となっている 9,10）．現
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在は，「水銀に関する水俣条約」が国際連合より発

効されたこともあり，水俣病の事例のような，高

濃度のメチル水銀に暴露されるリスクは低くなっ

たものの 11,12），血液脳関門が未発達である胎児へ

の毒性リスクが報告されていることから 11～13），厚

生労働省は妊婦の魚食に関し注意喚起を行ってい

る 14）．三重県では，生鮮魚類中の水銀による健康

被害の発生を防止するため，水銀検査を継続して

いる．今回，食品衛生法に基づき検査を行った

2004 年度から 2024 年度までの結果について取り

まとめ，三重県で流通する三重県産生鮮魚類の水

銀検出傾向について若干の知見を得たので，報告

する． 

 

材料と方法 

１．試 料 

2020年度を除き，2004年度から 2024年度に

三重県内の販売施設または沿海漁業協同組合か

ら，食品衛生法に基づく収去により入手した表

1に示す 34魚種 79検体の可食部を試料とした．

これら試料は，各年度でおおむね 4検体であり，

全て伊勢湾または熊野灘で漁獲され流通した収

去検体である． 

 

２．総水銀検査法 

総水銀濃度は，食品衛生試験法・注解 2020・

食品汚染物質試験法の加熱気化法により検査し

た 15）．総水銀の分析計については，2010年度以

前は，SP-3D（日本インスツルメンツ（株）製）

を，2011年度以降は，MA-3000（日本インスツ

ルメンツ（株）製）を使用した． 

 

３．メチル水銀検査法 

メチル水銀は，総水銀が 0.4ppm を超過した

検体について，通知 9）で示された公定法に基づ

き検査した．メチル水銀の分析計については，

2018年度以前は，ECD-GC9A（島津製作所（株）

製）を，2019 年度以降は，ECD-GC2014（島津

製作所（株）製）を使用した． 

 

結 果 

  水銀濃度の分析結果を，検体数の多い魚種の

順に表 1に示した．表 1の結果について，測定

値は ppm表示における小数点以下 3桁を四捨五

入して表し，総水銀濃度の検出限界値

（0.01ppm）未満の場合は，n.d.で表記している．

平均値の算出ついて，測定値が n.d.である検体

は 0ppm として計算した．最小値と最大値につ

いて，1 検体のみの場合は，それぞれ表 1 に表

記しなかった． 

  総水銀濃度について，暫定的規制値の目安

（0.4ppm）を超えた検体は，クロダイ 1 検体

（0.47ppm）およびマハタ 1検体（0.46ppm）の

みで，残りの 77検体は 0.4ppm以下であった．

マトウダイ 1 検体（0.39ppm）も，0.4ppm に近

い総水銀が検出されていた．検体数が 2検体以

下の魚種は除外し，3 検体以上ある魚種（9 魚

種）の総水銀濃度の平均値を確認したところ，

クロダイが暫定的規制値目安（0.4ppm）の半分

以上（0.23ppm）と比較的高い水準であった．そ

こで，クロダイ 11検体について，年度ごとの総

水銀濃度の検出値を図 1に示した．クロダイは，

2008 年度から 2021 年度までの間で，伊勢湾産

の天然魚 11 検体が検査され，2017 年度を境目

として，総水銀濃度が増加傾向にあることが確

認された． 

  メチル水銀について，総水銀が 0.4ppm を超

えたクロダイ 1検体（0.47ppm）およびマハタ 1

検体（0.46ppm）を測定したところ，それぞれ

0.24ppm および 0.19ppm であり，両検体とも暫

定的規制値である 0.3ppm以下であった． 

 

考 察 

今回の調査対象である 34魚種 79検体は，水

銀の暫定的規制値を超過していなかった．しか

しながら，クロダイおよびマハタは，暫定的規

制値の目安（0.4ppm）を超える総水銀が検出さ

れており，特にクロダイは，総水銀濃度の平均

値が 0.23ppmと比較的高水準で，2017年度以降

上昇傾向が認められる．厚生労働省は昭和 48年

（1973年）における通知 9）において，成人（体

重 50 kg）に対し 1 週間におけるメチル水銀の

暫定的摂取量限度を 0.17 mg に設定しており，

本調査で総水銀が 0.47ppm（メチル水銀

0.24ppm）検出されたクロダイ可食部では，約

710 gに相当する．1週間あたりに該当のクロダ

イの可食部 800 g を摂食することで，メチル水

銀の暫定的摂取量限度を超過することが見込ま

れた．厚生労働省が注意喚起している，妊婦が

摂食する魚介類として，クロマグロやキンメダ

イ，今回総水銀濃度の平均値が低かったクロム

ツ（0.06ppm）等の魚種が対象となっているが
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14），本調査のクロダイにも一定量の水銀が検出

されていることから，伊勢湾産のクロダイの水

銀の由来についても注視が必要と考えられる．

また，水銀による胎児への健康被害を未然に防

止するためにも，魚種と水銀濃度の基礎データ

の蓄積が今後も必要と考えられた． 

 

      

 表１ 各魚種における水銀濃度 

魚種 学名 検体数 
総水銀濃度（ppm） 

平均値±標準偏差 最小値 最大値 

クロダイ Acanthopagrus schlegelii 11 0.23 ± 0.11 0.14 0.47＊ 

サバ類 mackerels 9 0.13 ± 0.09 0.02 0.30 

マアジ Trachurus japonicus 8 0.04 ± 0.03 n.d. 0.09 

メジナ Girella punctata 4 0.08 ± 0.05 0.04 0.13 

シイラ Coryphaena hippurus 3 0.15 ± 0.04 0.11 0.18 

マダイ Pagrus major 3 0.08 ± 0.06 0.03 0.14 

ウルメイワシ Etrumeus micropus 3 0.06 ± 0.06 0.01 0.13 

カレイ類 flounders 3 0.06 ± 0.06 n.d. 0.12 

トビウオ類 Exocoetidae 3 0.04 ± 0.01 0.04 0.05 

ハモ Muraenesox cinereus 2 0.13 ± 0.01 0.12 0.13 

ヘダイ Rhabdosargus sarba 2 0.12 ± 0.00 0.12 0.12 

ブリ（ハマチ） Seriola quinqueradiata 2 0.11 ± 0.00 0.11 0.11 

マルアジ Decapterus maruadsi 2 0.09 ± 0.07 0.04 0.14 

クロムツ Scombrops gilberti 2 0.06 ± 0.05 0.02 0.09 

マイワシ Sardinops melanostictus 2 0.03 ± 0.01 0.02 0.04 

コノシロ Konosirus punctatus 2 0.03 ± 0.01 0.02 0.04 

マハタ Hyporthodus septemfasciatus 1  0.46＊＊ - - 

マトウダイ Zeus faber 1 0.39 - - 

アマダイ類 Branchiostegus spp 1 0.27 - - 

マゴチ Platycephalus sp.2 1 0.10 - - 

アカシタビラメ Cynoglossus joyneri 1 0.08 - - 

ウミタナゴ Ditrema temmincki temmincki 1 0.08 - - 

マンボウ Mola mola 1 0.06 - - 

キアンコウ Lophius litulon 1 0.06 - - 

カワハギ Stephanolepis cirrhifer 1 0.05 - - 

スズキ Lateolabrax japonicus 1 0.05 - - 

ウスバハギ Aluterus monoceros 1 0.05 - - 

ヒラソウダ Auxis thazard thazard 1 0.04 - - 

イサキ Parapristipoma trilineatum 1 0.04     

アカカマス Sphyraena pinguis 1 0.03 - - 

シロギス Sillago japonica 1 0.03 - - 

シロサバフグ Lagocephalus spadiceus 1 0.03 - - 

ボラ Mugil cephalus 1 0.01 - - 

ニザダイ Prionurus scalprum 1 n.d. - - 

全体 79 0.11 ± 0.10 n.d. 0.47 

＊クロダイ１検体のメチル水銀濃度は 0.24ppm（総水銀 0.47ppm） 

＊＊マハタ１検体のメチル水銀濃度は 0.19ppm（総水銀 0.46ppm） 
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まとめ 

本研究で得られた知見は，以下の通り整理するこ

とができる． 

・県下において，伊勢湾または熊野灘で漁獲され

た 34魚種 79検体は，水銀の暫定的規制値を超過

していなかった． 

・伊勢湾におけるクロダイの総水銀濃度の平均値

は比較的高く（0.23ppm），近年増加傾向にあっ

た． 

・妊婦への摂食の注意喚起の対象魚種となってい

ないものの，伊勢湾産のクロダイの水銀の由来に

ついても注視が必要と考えられた． 

・水銀による胎児への健康被害を未然に防止する

ために，魚種と水銀濃度の基礎データの蓄積が必

要と考えられた． 

 

本研究の限界 

本研究は，伊勢湾または熊野灘に生息する全て

の魚種について，網羅したものではない．クロダ

イ以外の魚種の水銀濃度の年度推移については議

論していない． 
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